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　秋になると、葉っぱが黄葉や紅葉するしくみ、冬に、常

緑樹の葉っぱが緑色のままに輝き続けるしくみについ

ては、すでに紹介してきました。今回、季節は秋ですが、

葉っぱが緑色に見えるしくみを取り上げます。なぜ、葉っ

ぱは緑色に見えるのでしょうか。

　葉っぱは緑色に見えますが、葉っぱが緑色の光を発光

しているのではありません。もしそうなら、暗いところで

も、葉っぱは緑色に見えるはずです。でも、暗いところで

は、葉っぱは緑色に見えません。ということは、葉っぱは

光が当たると、緑色に見えるのです。　　

　太陽や電灯などのふつうの光は、「白色光」といわれま

す。その中には、いろいろな色の光が含まれています。

目に見える光では、虹で見られる、七色の光が含まれて

います。紫、藍、青、緑、黄、橙、赤など、およそ七色です。

　これらの光は、おおざっぱには、青色光、緑色光、赤色

光の３つに分けられます。すなわち、白色光の中には、青

色光と緑色光と赤色光の３色の光が混じっているので

す。だから、「光が当たると、なぜ、葉っぱは緑色に見える

のか」という疑問は、「葉っぱは、青色光と緑色光と赤色

光の３色の光が当たると、なぜ緑色に見えるのか」という

疑問に置き換えられます。

　葉っぱの中で光を受け取るのは、主にクロロフィル

（葉緑素）という物質です。これは、光が当たると、光の色

を見分け、青色光と赤色光を吸収し、緑色光を反射させ

たり、通り抜けさせたりする性質をもちます。

　そのため、白色光が当たっている葉っぱを上から見る

と、緑色の光は葉っぱで反射して、上から見ている目に

届き、葉っぱは緑色に見えます。それに対し、青色や赤色

の光は葉っぱに吸収されてしまい目に届かず、葉っぱは

青色や赤色には見えません。

　葉っぱは、下から見ても、緑色に見えます。その理由

は、葉っぱに当たった緑色の光の一部が反射されないで

葉っぱの中に入り、葉っぱの中をそのまま通り抜けてく

るからです。だから、緑色の光が葉っぱから出てきて目

に届き、葉っぱは緑色に見えます。青色や赤色の光は、

葉っぱに吸収されてしまい、下へ通り抜けてきません。

　葉っぱが緑色に見えるのは、クロロフィルが青色光と

赤色光を好んで吸収し、緑色光を反射させ、通り抜けさ

せるからです。クロロフィルに吸収された青色光と赤色

光は、光合成に有効に使われます。
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